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PA-005
初療室における勤務体制変更への取り組み
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【目的】初療室の勤務体制に関する現状分析をし、２交替勤務への
導入を試み、成果が得られたので報告する。【方法】研究期間は、
平成２５年４月～平成２５年１２月。研究方法は、初療室看護師
１６名に対し、２交替勤務へ変更後のアンケート調査、また時間外
労働時間、有給休暇取得率を調査した。倫理的配慮は、初療室看護
師に対し研究計画を説明し了解を得た。またアンケート調査は無記
名とした。【結果】初療室看護師７０％が、夜間の通勤への不安を
持ち、準夜勤後日勤、日勤後深夜務のシフトに対する不満があり、
２交替勤務への変更希望を持っていた。また時間外労働時間が月平
均７時間２１分いう現状が見られた。平成２６年６月より２交代勤
務の準備をはじめ、８月に２交替勤務に変更した。２交替勤務へ変
更後、夜間通勤がなく不安解消につながった。また時間外労働時間
が月平均３時間１０分に短縮できた。その他に有給休暇の希望は、
初療室看護師の９５％が希望通り取得できたと回答した。また初療
室看護師の９３％が、今後も２交替勤務を継続することを希望する
と回答している。その反面、夜勤人数の増加に伴い、夜勤回数が各
看護師１回以上増加した。そこで夜勤専従希望者を人材活用した結
果、夜勤回数が減少した。【考察】当院の看護師の退職理由の１つ
に、時間外労働時間が多いと述べる者がいる。今回初療室で２交替
勤務を導入し、時間外労働時間が短縮できたことは、離職防止につ
ながると考える。２交替勤務導入に伴い、夜勤回数が増加したとい
う弊害が生じたが、人材活用により解消している。今後の課題とし
て、人材確保をするとともに、他部署からの応援体制を構築するこ
とにより、初療室において安全な看護が展開できるよう職場環境を
整えたい。
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　当院は、2006 年に前院長から紹介されたクリニカルマイクロシ
ステムという概念に基づいて、多職種で業務改善に取り組んでいる。
クリニカルマイクロシステムの成功の鍵は、スタッフ一人ひとりの
成長であり、各部署のスタッフ満足度調査は不可欠となっている。
そして、各部署の看護師長は当該部署のスタッフ満足度調査を行い、
次年度の目標設定のための資料にしている。各部署の職場風土に左
右するものとして、看護師長の存在は大きいと考えるが、看護師長
自身の満足度調査は行っていなかった。今回、看護師長の満足度調
査を行い、今後の取り組みの示唆を得られたので報告する。
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看護係長の看護管理実践能力向上のための取り組み
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【目的】A 病院の看護係長（以下、係長）は、個々が管理研修を受
講するなど、管理に必要な学習を行っている。しかし、院内では成
長を継続的に支援するしくみが脆弱であった。そこで、係長が現在
の役割、職務の中で自部署の強みを生かした管理実践に取り組める
ように、継続的な支援の強化に取り組んだ。
【方法】平成 25 年 4 月から 1 年間で、係長 34 名がそれぞれの職務・
役割の中で看護管理過程の展開を行った。取り組みにあたって、係
長はそれぞれが自部署の強みと目指す姿を明らかにし、実践計画の
立案と進捗レポート作成を行い、看護部からは面接、紙上コメント、
“係長通信”によるフィードバックを行った。係長会では、各人が
グループで取組みをシェアしつつ、リフレクションし、看護管理実
践能力の向上を目指した。評価として管理者ラダーレベル 1 の自己
評価の前後比較および個人が特定されない形でのアンケートを実施
した。
【結果および考察】係長の管理実践のテーマは、「労働環境整備」「質
向上への体制づくり」「看護実践能力の向上」「看護提供体制」「看
護提供体制と協働」「新人・中堅教育」に大きく分類された。1 年
後の管理者ラダーの自己評価は向上しており、レベル認定が出るな
ど、管理者ラダーの推進にもつながった。係長会全体の取り組みに
関する評価では、「大変良かった」「どちらかといえばよかった」が
回答を占め、「係長としてのあり方を考える機会になり、また他部
署の係長とも多くの情報交換ができ、実践課題に前向きに取り組む
ことができた」ことなどを表現していた。係長は多忙な業務の中で
も、自部署の課題解決に向けた管理過程の展開により、確実な成果
を上げていた。継続的な支援は成果を生む一助にもなっており、他
者との関係の中でリフレクションできる場を持つことが有効であっ
たことが示唆された。
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看護係長会へ及ぼした小集団活動の効果　
－過去 3 年間の自己評価から－
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【はじめに】医療現場の最前線で管理・業務・教育の実践モデルと
なる看護係長（以下、係長と略す）の育成は重要課題である。当看
護部の看護職員に占める役職者割合は 14％で、係長は 67 名である。
これら係長が成果目標の達成に向け効果的・効率的に活動できれば、
組織活性に貢献できる。看護部係長会は「看護部方針に基づいた看
管理実践」を目的に開催している。H23 年度からはテーマ設定に基
づく小集団活動を行い、年度末に成果発表会をしている。過去 3 年
間の自己評価を比較し、係長会の運営について示唆を得たので報告
する。
【方法】H23 年度～ H25 年度の末月に係長会の運営及び役割発揮に
関する質問紙を配布した。倫理的配慮として調査趣旨、匿名性保証
について説明した。回収をもって同意確認した。役割発揮に関する
質問は、当院「係長の成果責任」と管理者ラダー「看護管理実践能
力」指標レベル 1 から 8 項目設定、「できた」「まあまあできた」「あ
まりできなかった」「できなかった」の 4 段階尺度で評価、3 年間
を比較した。
【結果及び考察】変化が見られた項目は「自分の考えや意見の発言」
「自己研鑽」の 2 項目であった。外来と病棟で差が見られた項目は「看
護実践」「評価の活用」「自己研鑽」の 3 項目であった。自由記載で
は年度を重ねるごとに「タイムリーなテーマ設定で勉強になった」
「取組み課題や内容の絞り込みができた」「課題達成型の運営で成果
をはっきり残せた」と前向きな回答がみられた。
H23 年度に導入した小集団活動の手法は、テーマ決定から成果発表
まで、全係長が当事者となり課題を議論、集団の意思決定を行動化
へつなげた。今後も係長が主体的・前向きに参加し、何らかの成果
を自律的に獲得する意識を醸成するよう、客観的評価を続けてゆく。
